
２DP極点処理とＯＤＦ 

 ２０１８年１０月 
 ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

２ＤＰ極点図を最新ＣＴＲソフトウエアで処理し、ＯＤＦ解析 
ＬａｂｏＴｅｘ３．０（Ｖｅｒ３．０．５．３） 
MTEX(Ｖｅｒ５．１．１）を使用 



ImageData 

ImageDataからASC極点図を切り出す。 
Randomデータからdefocus曲線作成は1deg間隔 
Ｓａｍｐｌｅは5deg間隔（１ｄｅｇ間隔の場合、1deg->5deg処理を行う） 



RAPID->2DP->DATA 

ファイル先頭は指数から始まる。 
1degデータを用いてｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成し 
５ｄｅｇデータで極点処理を行う 



randomファイル処理(入力データの確認） 

測定されていない領域をＣｕｔモード 



randomファイル処理(TXT2作成） 



randomファイル処理(TXT2ファイルの確認） 

ＺＣｕｔで測定されていない領域が削除される。 



randomファイル処理(TXT2の登録） 

TXT2ファイルを登録する 



Sample処理(指数の確認と登録） 



Sample処理(RDの確認） 



Sample処理(random補正量の指定） 



Sample処理 

ODF向けファイル作成 



ＯＤＦファイル作成 



LaboTexで読み込み 



ODF計算 



ODF計算結果 



結晶方位の定量 

ODFのExport 
極点図のExport 

入力極点図から計算  VolimeFractionから計算 



ＣＴＲソフトウエア 

Error評価 

マウスカーソル位置の方位計算 
 
指定された方位の密度計算 



方位密度表現 

最大8個の方位密度比較が可能 



MTEX処理 



ＭＴＥＸ処理（再計算極点図とＥｒｒｏｒ） 



ExportODFをOrthorhombicで表示と方位密度 



LaboTex-MTEX方位密度比較 

方位密度はほぼ同一の結果が得られます。 



同一反射の複数の極点図の場合 

データの接続が可能になりました。 


